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令和８年度前期日程入学試験問題【地学】 解答例 

 

１ 

問１ ア：等粒状  イ：徐冷  ウ：斑晶  エ：石基  オ：斑状  カ：流紋 

 

問２ E→A→D→B→C 

 

問３ 名称：かんらん石 

理由：斜長石と輝石は半自形又は他形の結晶であるが，かんらん石には自形の結晶

が認められるため。（43 字） 

 

問４ 名称：a 

理由：地層 C は地層 E よりもやわらかく軟弱な地層のため，地点 a の方が揺れが大

きくなると考えられる。（45 字） 

 

問５ アンモナイトは海生動物のため，示相化石としても扱うことができ，海で堆積した

と考えられる。（44 字） 

 

問６ (1) 南   (2) ② 

 

問７ まず海嶺で玄武岩質の溶岩が海のプレート上に形成され，その上にケイ質軟泥が降

り積もり，チャートが形成される。海嶺から離れ大陸に近づくと，陸からの火山灰

や粘土が供給されて堆積し，ケイ質泥岩が形成される。海のプレートが海溝で沈み

込み直前には陸源砕屑物が供給され，礫岩や砂岩などが覆う。（139 字） 
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２ 

問１ (1) 太陽は十分遠いので，2 つの街に届く太陽光線は平行と見なせる。地球が球形

であるなら，図より 2 つの街の緯度差は太陽の高度差に等しく，360 / 50 = 7.2

度である。2 つの街が同一子午線上にあるなら，2 つの街の距離は地球の周長の

50 分の 1 となる。よって地球の周長は 5000×50 = 250000 スタジアと求められ

る。1 スタジア＝180 m とすれば，250000×0.180 = 45000 km。答：4.5×10 4 km 

 
(2) 実際の周長は，6.37×10 3×2×3.14 = 4.00×10 4 km。(1)で求めた周長は，実際

の周長の 4.5 / 4.00 = 1.125 倍。よって 13％大きい。 

※厳密に計算すると 4.00036×10 4 km となるので，4.5 / 4.00036 = 1.1249 倍，よ

って 12％大きい，としてもよい。 

 

問２ (1)  1/300 

(2)  (a) 極の方が大きい  (b) 赤道の方が大きい  (c) 極の方が大きい 

(3) 万有引力は地球の中心を向くが，遠心力は地球の自転軸から遠ざかる方向を向

き，両者は必ずしも平行でないため。 

 

問３ ② 

 

問４ (1)  ア：焦点  イ：楕円  ウ：線分  エ：面積  オ：2  カ：3 

(2)  天体 X の公転周期を T 年とすると，地球と太陽の平均距離は 1 天文単位，公

転周期は 1 年なので，36 3 ＝ T 2，よって T = √36 3 = √6 6 = 216 = 2.2 × 10 2 

年。 

 


